
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県北地域感染症ニュースレター 
令和６年度 第１１号 

・予防接種の必要性や接種時期、副反応について確認しましょう。詳しくは→ 

・予防接種を受けることが適当ではない状態に該当しないか確認しましょう。 

・ヒブ（Hib） 

・小児肺炎球菌 

・ロタウイルス 

・ジフテリア/百日咳/破傷風/ポリオ/ヒブ（5 種混合） 

・ジフテリア/百日咳/破傷風/ポリオ（4 種混合） 

・結核（ＢＣＧ） 

・麻しん/風しん（ＭＲ） 

・水痘（みずぼうそう） 

・日本脳炎 

・子宮頸がん（ＨＰＶ） 

費用：無料（対象期間を過ぎると有料） 

集団予防が重点・努力義務あり 

 
 

○明らかな発熱のある方（通常 37.5℃以上） 

○重篤な急性疾患にかかっている方 

○予防接種の成分によってアナフィラキシーを起こしたことがある方 

○ＢＣＧでは、外傷などによるケロイドが認められる方 

○その他、医師が不適当な状態と判断した方 

予防接種とは、感染症の原因となるウイルスや細菌が作り出す毒素を無毒化・弱毒化 

したもの（ワクチン）を身体に接種し、病気に対する免疫をつけたり、免疫力を 

高めることをいいます。 

感染予防・重症化予防・感染症まん延防止のために予防接種を受けましょう！ 

定期予防接種（Ａ類疾病） 
 ・高齢者のインフルエンザ 

・高齢者肺炎球菌 

・高齢者の新型コロナ 

・高齢者帯状疱疹（Ｒ7.4.1～） 

費用：一部自己負担あり 

個人予防が重点・努力義務なし 

 

・季節性インフルエンザ 

・流行性耳下腺炎 など 

費用：原則自己負担 

厚生労働省 

ホームページ 

任意予防接種 
 

定期予防接種（Ｂ類疾病） 
 

定期予防接種：予防接種法に基づいて市町村が主体となって実施する 

任意予防接種：本人及び保護者の方の希望により実施する 
 



  

 

 

 

 

                                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日：令和７年2月１２日 

発行元：福島県県北保健所医療薬事課 
住所 〒960-8012 福島市御山町８－３０ 
電話 024-534-4108 

ホームページ：検索キーワード 県北保健所 

感染症情報を 

発信しています 

ぜひ、フォロー 

してください☆ 

・接種後30 分間は急な副反応が起こることがあるので、 

医師とすぐに連絡が取れるようにしましょう。 

・接種後は激しい運動を避けましょう。 

・接種部位は清潔に保ちましょう。（入浴○、接種部位をこする×） 

・接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、医師の診察を受けましょう。 

【延長の対象となる条件】 

平成９年４月 2 日～平成２１年 4 月1 日生まれの

女性のうち令和４年４月 1 日～令和７年３月３１日

までにＨＰＶワクチンを１回以上接種した方 

 

【無料で接種を受けられる期間】 

条件を満たしている方は令和８年３月３１日まで 

【通常見られる反応】 

接種部位の腫脹や発赤、しこり、発熱 

※通常数日以内に自然に治るので心配ありません。 

【重い副反応】 

接種部位のひどい腫れ、高熱、ひきつけ 

※症状が見られた場合は医療機関を受診してください。 

※極めて稀に脳症や神経障害などの重い副反応が生じることがあります。 

【健康被害救済制度】 

副反応による健康被害（病気になったり障害が残ったりすること）が 

生じることがあります。極めて稀ではあるものの避けることができないことから、

救済制度が設けられています。詳しくはＱＲコードをチェック！ 

〈定期予防接種による健康被害〉     〈任意予防接種による健康被害〉 

←厚生労働省ホームページ ←独立行政法人医療品医療 

機器総合機構ホームページ 


